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事業の概要 

 公益財団法人くにたち文化・スポーツ振興財団は、定款に掲げた文化・スポーツ事業

等を企画実施し、市民芸術小ホールなど3施設を中心とする管理・運営、諸活動を基本と

しながら、広く芸術・スポーツによるまちづくりを行っています。 

 その際、次の3点を重要課題として位置付けました。 

〇芸術小ホールの事業では、予期せぬ社会情勢に柔軟に対応しつつ、引き続き貸館事業

と自主事業それぞれの充実を行うことで互いに補完し収入と運営の安定をめざします。

貸館については、財団や市による土日祝日の利用をできる限り抑制し市民利用を促進

します。自主事業については市内外の各種団体との連携を活かし鑑賞・講座・ワーク

ショップ・アウトリーチなどさまざまな市民参画手法の活用で幅広い世代がより深く

事業へかかわれる体制を充実させます。さらに、共催形式や助成金の活用による収入

増と、内容の充実および第一線で活躍する出演者起用を狙います。指定管理第三期第

３年目として、施設利用者への利便性と公益性をより一層図っていきます。 

〇郷土文化館では、谷保天満宮、本田家住宅、旧国立駅舎、古民家などに代表される市

内に現存する有形・無形の歴史的文化遺産は、市民が国立市に強い誇りと愛情を感じ

る気持ちを育む重要な要素の1つです。これらの歴史的文化的遺産の適切な保護と活用

は郷土文化館を中心に行い、将来にわたって市民共有の財産として守っていきます。 

 また、地域に貢献する郷土文化館を目指すため、専門職員としての学芸員の専門性を

活かし、くにたちの歴史、文化、環境等を啓蒙、啓発するための企画展示、資料収集、

講座事業等を行います。また、参加型の事業を充実させ、利用者の調査、研究等に対

応できるよう生涯学習活動の支援を行います。 

○市民総合体育館では、2021年度に東京オリンピック・パラリンピックが開催されるこ

とから、オリンピックの種目を選定し体験会を開催します。 

また、公立小学校の水泳指導が、2020年度は新型コロナウイルスの影響で一切できな

かったことから、2021年度は小学生初心者水泳教室や小学生夏休み水泳教室の見直し

を行っていきます。 

このような視点を持ちながら、2021年度は以下のような事業を展開しましたが、新型

コロナウイルス感染拡大防止のため、自主事業及び貸館事業が多大な影響を受けました。 

 

Ⅰ.公益事業 

 

１.市民の芸術文化振興の企画と実施事業(定款第４条第１号)（くにたち市民芸術小ホール） 

〇館内利用者数  32,076人（目標数68,000人） 

 

ア．  芸術文化事業 

芸術小ホールでは、芸術環境創造事業10事業、芸術振興事業15事業、その他を5事業の、計

30事業を実施しました。コロナの影響で実施中止とした事業があった反面、急きょ企画・

実施した事業もありました。主催共催別では主催17事業、共催13事業を実施しました。 

（ア）芸術環境創造事業 

 地域の芸術的人材・団体を活かすことで当館ならではの事業制作を目指しました。また、

ビエンナーレに代わる新規事業としてアーツカウンシル東京の協力を得て2020年度に立ち

上げた「（仮称）くにたちアートプロジェクト事業」の検討を進めました。 

①教育、福祉、まちづくり連携による地域貢献事業 

多摩地域の文化拠点をつないでいる芸術団体・たちかわ創造舎による全世代向け演劇公
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演は7年目となりました。自由な外出が未だままならない中、家族連れや知り合い同士で来

場する方が多く、生の舞台を体験できる機会となりました。 

（一財）地域創造共催の現代ダンス事業では、我が国発祥の芸術・舞踏の第一人者で市内

の中・高出身のアーティストが、国立での青春時代をテーマにした創作公演と市内3校との

アウトリーチを行いました。 

②学校教育との連携事業 

国立音楽大学と国立市による包括連携協定に基づいた音楽家育成支援事業「くにたちデ

ビューコンサート」は、今年度から現代音楽への取り組みをその特徴と定め、他館ではな

かなかないチューバのソロ演奏会としました。 

また支援2年目となる（一財）地域創造の音楽活性化事業ではサクソフォン演奏家4名によ

るコンサートと市内小学校での4回のアクティビティを実施し、子どもたちとクラシック音

楽の接点を創出しました。、 

③地域の芸術文化資源を活用したまなび事業 

市内および近隣在住の講師による市民一芸塾では「初心者のためのウクレレ講座」を開

催し、講師・参加者双方が学びあい交流する場をつくりました。また前年度の講座制作作

品を展示し成果発表とする「市民一芸塾作品展」を2年ぶりに開催しました。 

くにたちアートビエンナーレ2015の受賞作家による個展では新作4点が展示され、当館では

珍しい現代美術作品を披露しました。 

 

（イ）芸術振興事業 

国立市文化芸術条例を踏まえ、誰もが文化芸術に親しみより深くかかわりを持つ機会を

提供するとともに、鑑賞と交流の拡充を図る事業を行いました。 

①  芸術文化の創造事業 

芸術の真髄である「創造」を行える施設をめざし、出演アーティストやクリエイターと

協働しながら事業を展開しました。 

具 体 的 に は 若 手 演 奏 家 た ち に よ る 無 料 の ワ ー ク シ ョ ッ プ や 公 開 演 奏 を 提 供 す る

inc.percussion session,2020年度から準備を進め市民参加による創作オペラ上演を目指す

「多和田葉子複数の私」等5事業を実施しました。 

②芸術文化の継承事業 

「フレッシュ名曲コンサート（室内楽）」は東京都歴史文化財団（東京文化会館）との

共催で、日本音楽コンクール第1位受賞等いま注目の若いピアニストによるリサイタルが好

評を得ました。また10回目となった「こども寄席」は年々小学生参加者のレベルアップが

顕著であり、落語人気のすそ野を広げることとなりました。 

③芸術文化の交流・支援事業 

定番「スタジオコンサート」は近年著名な出演者が登場する傾向にあり、いずれも売り

出し直後に完売となりました。「すたじお寄席」は、レギュラーメンバーがつぎつぎと真

打昇進し、若手が新規参入しながら回を重ねています。演者を育てる観客という両者の関

係性が活かされる事業として定着しています。 

④創客、利用拡大事業 

「ランチタイムコンサート＆ステージ」「イブニングコンサート」は整理券制で客席数

を制限しつつ開催し、出演者への演奏機会の提供と市民が様々な音楽・ステージを気軽に

楽しめる機会を提供しました。 

「ホールとグランドピアノのシェアプログラム」は毎回受付開始日からまもなく予約が

埋まる人気事業となりましたが、ピアノの老朽化を鑑み実施頻度を下げました。 
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（ウ）その他 

①自主事業、連携事業企画調査事業 

広報の効果を上げ活性化を行うため前年度導入のＳＮＳ(ツイッター)、メールマガジン

等の活用を図りました。また動画投稿サイトを活用し、過去の事業紹介やPRに努めました。 

②実行委員会参画事業 

定番の「くにたち音楽祭」「吹奏楽フェスティバル」、「ファミリーフェスティバル」、

「くにたちギャラリーネットワーク美術講演会」「わくわく子どもフェスタ」はいずれも

中止、事業の縮小あるいは一般公開を行わないなどコロナの影響をうけましたが、各実行

委員会が実施有無等について真摯な検討を行い、自主的な活動としての本分が果たされま

した。 

 

イ．指定管理事業（定款第４条第6号） 

2021年度の市民芸術小ホールの施設利用件数及び利用料収入総額については、前年度と

比べて利用件数で39.3％増の1,308件、利用料収入額は83.3％増の15,545,460円となりまし

た。利用件数増の主な原因は、前年度の新型感染症拡大に伴う閉館、定員制限等の制限お

よび利用者によるキャンセル等の影響が軽減したことと考えられます。 

施設の老朽化に伴う修繕費は2021年度も増加傾向にありました。指定管理者が自主的に

対応する小額修繕には都度対応を行っていますが不測の事態への対応体制も求められてい

ます。日常的な修繕への対応が常に求められています。 

 

２.郷土に関する文化の伝承と振興事業(定款第4条第2号)（くにたち郷土文化館) 

 ○館内利用者数  17,220人（目標数25,000人） 

郷土文化館では、自主事業37、共催事業1の合計38事業を実施しました。 

事業内容は、常設展示事業4、企画展示事業5、資料収集・調査・研究事業7、講座事業

7、市民が参加及び体験する事業として、郷土の伝統文化を学ぶ体験事業11、郷土の自然

環境を学び体験する事業4となっています。 

 

ア.郷土文化館事業 

(ア)郷土の歴史、民俗及び自然環境等に関する資料の収集、保存、調査研究、教育支援

のための事業 

①展示事業 

2020年5月に逝去され、長年国立の芸術家として多くの人に親しまれ、作家としてだけで

はなく郷土の文化の振興に大きく貢献された関頑亭氏の企画展「関頑亭－人生、飄々と

－」。考古学の分野に限らず多分野で功績を残し、その生涯をかけて尽力した多摩地域で

の博物館活動と、国立市域で行われた発掘調査に焦点をあて、甲野氏の文化保護と社会教

育に関する考え方を紹介した企画展｢甲野勇 くにたちに来た考古学者｣。国立を制作活動の

場として活躍した陶芸家で、青磁に絵付けをするなどオリジナルのスタイルが海外で評価

され人間国宝に認定された三浦小平二氏の企画展「人間国宝 三浦小平二 旅と共に」。旧

国立駅舎内で、駅前広場の中心部にある現在の円形公園の成り立ちなどを中心として造成

の経緯を歴史資料に拠って紹介した企画展「円形公園はじまり物語～近くて遠い『円形公

園』ってなんだ?～」。公私立小学校の3年生を対象とした民具案内と連動した企画展「む

かしのくらし展」の計5回の展示事業を実施して延べ約16,000人を超える観覧者がありまし

た。 
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②講座事業 

 コロナ感染防止のため、甲野勇展の関連事業としてオンラインによるミュージアムトー

ク、アウトリーチ事業として、旧国立駅舎内で行った円形公園はじまり物語展示の関連事

業のトークイベント、通常立ち入ることができない駅前広場の中心部にある円形公園に実

際に入り現状や歴史的経緯を紹介したガイドツアー等を実施しました。 

 

(イ)市民が参加及び体験する事業 

①郷土の伝統文化を学ぶ体験事業 

伝統行事など、市民が主体になり楽しむ事業を展開しました。市内の公私立小学校の3年

生を対象にした恒例の民具案内は、2021年度も公立小学校8校、私立小学校3校の合計11校

(うち2校は出張授業)行い、700人近くの児童生徒を迎えることができ、冬季企画展「むか

しのくらし展」の見学と合わせ、郷土の歴史と民俗を体験的に知る機会としました。また、

今回はコロナ禍ということもあり、わらぞうり作り、十五夜だんご作り、ひし餅作りにつ

いては市民参加を見合わせ、ビデオ撮影を行いホームページで視聴できるようにしました。 

②郷土の自然環境を学び体験する事業 

市内ＮＰＯの協力をいただき、主に小学生を対象に、体験や観察を主体とした「くにた

ち自然クラブ」事業等を実施しました。 

 

イ.指定管理事業（定款第4条第6号） 

 2021年度の郷土文化館の入館者数は17,220人で2020年度と比較して4,064人、30.9%の増

となりました。また、2021年度の古民家の見学者数は11，062人で2020年度と比較して2,71

3人、32.5％の増となりました。郷土文化館及び古民家の増は、いずれも2020年度に新型コ

ロナウイルスの影響により臨時休館が約2か月あったためと、2021年度は桜ウォーキングの

ような集客力のあるイベントが実施できたためと思われます。 

郷土文化館・古民家の施設・設備等の利用料収入は、2021年度は1,072,200円で2020年

度と比べ111,600円、11.6％の増となっております。なお、市主催事業の減免措置について

は、6.5％の増となっております。事業収入等の状況は、2021年度は771，440円で、2020年

度と比べ358,880円、31.8％の減となっており、これは2020年度の旧国立駅舎での図録販売

が大きく貢献したところによるものです。 

 

ウ.市内遺跡整理調査業務受託事業（定款第4条第5号） 

 市内遺跡整理調査業務受託事業として、国立市から2020年度市内遺跡緊急調査の整理及

び報告書の作成業務を受託し、完成させました。 

 

３.市民のスポーツ及びレクリエーション振興の企画と実施事業(定款第4条第3号) 

(くにたち市民総合体育館) 

 ○館内利用者数   113,100人（目標数210,000人） 

 

ア.スポーツ及びレクリエーション事業(定款第4条第3号) 

総合体育館では、自主事業が22事業62回、共催事業が5事業5回、他組織への協力事業が1

事業1回で合計28事業68回を企画しました。しかし、新型コロナウイルスの影響で自主事業

が6事業7回、共催事業が2事業2回、合計で8事業9回を中止にしました。 

また、開催した自主事業のうち7事業については、事業を縮小して（開催日数の減）行わ
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れました。2021年度もコロナの影響を大きく受けることになりました。 

このような中、自主事業の小学生夏休み水泳教室は、以前は小学校の屋外プールで実施

していましたが、雨や酷暑で中止になることが多く、2021年度から財団主催で会場を総合

体育館に変え実施しました。申込者は定員の2倍を超え大変好評でした。 

オリンピック・パラリンピック関連事業では、ボクシング体験会及びラグビー体験会を

実施する予定でしたが、いずれも新型コロナウイルスの影響で中止になりました。 

共催事業では、くにたちファミリーフェスティバルとスポーツ講演会が新型コロナウイ

ルスの影響で中止になりました。 

くにたちウォーキングは、2021年度もオリンピック・パラリンピックの関係で開催を11

月にしましたが、多くの参加者のもと健康増進と体力向上に寄与しました。 

ダンスコレクションは新型コロナウイルスの影響で入場定員を半分にしましたが、満員

の中、日頃の成果を発表し、団体間の交流を深めました。 

 

イ.指定管理事業(定款第4条第6号) 

総合体育館利用者数（南市民プラザトレーニング室を含む）は個人が68,748人（5,407人、

7.3％の減）、団体が43,646人（1,355人、3.0％の減）でした。 

4月27日から5月31日までは、緊急事態宣言を受け窓口を除き体育館を全館休館、4月19日

から10月17日及び2月1日から3月31日までは、新型コロナワクチン接種会場となったため、

第一体育室の利用を中止しました。また、6月1日から10月24日までは、総合体育館の定員

を50％、10月25日から11月30日までは、定員を75％に減らし、12月1日以降は、一部を除き

定員を100％で運営をしました。2021年度も新型コロナウイルスの影響を大きく受けること

になりました。 

総合体育館の個人及び団体利用の利用料収入は29,841,471円で、2020年度と比べて

4,605,501円、18.2％の増収でした。これは、4月19日から10月17日及び2月1日から3月31日

までは、新型コロナワクチン接種会場として市に貸し出したため、安定的な収入があった

ためです。一方、第一体育室が利用できないため、バドミントン、バレーボール、バスケ

ット等ができなくなり、運動機会が減り利用者数は減少しました。 

有料公園施設等の利用状況は、3箇所あるテニスコートは、29,658時間、利用率は76.6%、

3箇所の野球場は、7,037時間、利用率は51.4%、サッカー場は、1,821時間、利用率は、

50.0%でした。利用料収入は、テニス、野球、サッカーの合計で、21,076,825円で、2020年

度と比較して3,827,100円、22.2%の増収でした。増収の理由は、2020年度は緊急事態宣言

中に施設を閉鎖しましたが、2021年度は緊急事態宣言中も施設を開放したためです。 

 

ウ.学校開放受付業務受託事業（定款第4条第5号） 

国立市立小・中学校（11校）の体育館と校庭の施設開放事業を国立市から受託して行い

ました。 

 

エ.特定保健指導における運動継続支援業務受託事業（定款第4条第5号） 

国民健康保険が実施する特定保健指導における運動継続支援業務を国立市から受託し、

40歳から65歳の市民を対象として健康増進に寄与しました。利用者数は延326人となり、

2020年度と比べて14人、0.4％の減になりました。 

 

４.共通公益事業(総務課) 

ア.市民の自主的な文化・スポーツ活動の奨励及び団体の育成事業(定款第4条第4号) 

市民団体等からの申請にもとづき、助成選考委員会にて厳正な審査を行った結果、市民



( 6 ) 

団体が実施している事業で、広く市民に公開している「塞ノ神どんど焼き」など5事業に助

成しました。 

・助成団体 5団体    ・助成金額  930,000円 

 

イ.財団広報紙「オアシス」の発行等事業（定款第4条第7号） 

各館の事業を中心に、年6回隔月に財団広報紙「オアシス」を発行し、市内全世帯に配付

するとともに、広く財団の事業内容などをお知らせするため、ホームページに掲載しまし

た。 

 

ウ.指定管理事業（定款第4条第6号） 

総務課は各館の指定管理事業に関わる予算編成、予算執行管理等を適正に行いました。 

 

Ⅱ.収益事業等 

 

1.付帯サービス事業（定款第4条第2項） 

 

ア.チケット販売事業 

市民芸術小ホールを借りて利用する団体等から受託し受託販売手数料を得て、音楽・演

劇等のチケットを販売する事業ですが、2021年度は受託０件でした。 

・2021年度の受託団体数  0団体（0件）  受託販売手数料  0円 

 

イ．飲料水等販売事業 

①市民芸術小ホール来館者への付帯サービスとして、飲料水等自動販売機を設置し、販売

しました。 

・2021年度の販売額  229,045円  販売数5,717本 

②郷土文化館来館者への付帯サービスとして、ショーケースを設置し、健康飲料水等を販

売しました。 

・2021年度の販売額 120,810円  ・2021年度末棚卸額 9,803円 

 

ウ.グッズ等販売事業 

郷土文化館来館者への付帯サービスとして、特別展等で販売した記念グッズ（手ぬぐい、

バッジ等）を中心に関連商品を販売しました。 

・2021年度の販売額 466,600円  ・2021年度末棚卸額 371,400円 

 

エ.体育用品の販売事業 

総合体育館の施設利用者への付帯サービスとして、ピンポン球、バドミントンシャトル、

水泳帽、ゴーグルのスポーツ用品を販売しました。 

・2021年度の販売額 196,860円  ・2021年度末棚卸額 125,614円 

 

２.その他の事業 

 

ア.公益事業外の施設貸与事業 

市民芸術小ホール施設及び市民総合体育館の施設利用について、国立市との協定に基づ

き、その他の施設貸与事業として学校等の卒業式等および成人式等への貸付を行いました。 

 



( 7 ) 

Ⅲ.管理（法人管理事業） 

 

1.役員及び役員会等に関する事業（定款第4条第7号） 

理事会、監査、評議員会を、定款に基づき開催しました。 

 ・理事会   5回 

 ・評議員会  3回 

 ・中間監査  1回、決算監査  1回 

 

 以上が、2021年度公益財団法人くにたち文化・スポーツ振興財団の事業の概要です。今

後の財団運営に当たっては、市民参加の事業展開を図り、効率的な経営を目指して、一層

の努力をしてまいります。 



(ア) 芸術環境創造事業
①教育、福祉、まちづくり連携による地域貢献事業

事  　          業　           名 実施日・期間

○ 1
芸術文化で地域と福祉をつなぐライフステージ事業　にじゅうまるシアター
①「注文の多い料理店」
②「ドン・キホーテとサンチョ・パンサのおかしな旅」

①6月26日
②1月29日

2 旧駅舎のピアノ活用コンサート　コロナ禍で中止 通年

3 (仮称)くにたちアートプロジェクト事業 通年

● 4
公共ホール現代ダンス活性化支援事業「大駱駝艦　田村一行舞踏公
演『私家版　浪漫歴程』」（公演1回、アウトリーチ3回、ワークショップ1
回）

10月10日

5 （計画外実施）北條直彦JAZZトリオ 12月17日

②学校教育との連携事業

○ 6
くにたちデビューコンサートvol.14
「チューバで聞く音楽の４世紀」（2回公演）

2月26日

● 7
公共ホール音楽活性化支援事業 「アーバン　サクソフォンカ
ルテット」（コンサート1回、アウトリーチ4回）

7月3日

③地域の芸術文化資源を活用したまなび事業

8 市民一芸塾
初心者のためのウクレレ講座

11/17・24・
12/1・8・15

9 市民一芸塾作品展 4月24日～5月1日

● 10
くにたちビエンナーレ2015受賞作家個展
石と砂　　中島真理子個展

3月14日～26日

○ 11 放課後ダイバーシティダンス 4～8月

(イ) 芸術振興事業
①芸術文化の創造事業

12

①inc.perc.session/Xenakis et le Japon
（野外パフォーマンス、ワークショップ、）
②Xenakis et le Japon（野外パフォーマンス、ホールショーイ
ング）

4月5日～7日
6月2日～3日

○ 13 鼓童　交流公演2021（2回公演） 10月2日

● 14
【リーディング】『夜ヒカル鶴の仮面』
アジア多言語ワーク・イン・プログレス（連続研究会と公演）

研究会：8/4，8/25，
9/13

公演：10/30

● 15
多和田葉子　複数の私vol.05+ステージクリエイションシリーズⅢ

くにたちオペラ『あの町は今日もお祭り』（準備年）
通年

16
（計画外実施）富田真以子パーカッションリサイタル
「いろいろだがっき、いろいろおんがく」 12月4日

共催

共催

自主

事業の内訳
　1. 自主・共催事業

（１）市民の芸術文化振興の企画と実施事業（定款第4条第1号）

〔市民芸術小ホール〕　（決算額　25,555,624 円）

計画事業
通し番号

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　報

共催

自主

共催

共催

主催

共催

開催形態

自主

自主

自主

自主

共催

自主

自主

(8)



 　　　　　　　　　　　　　告　　　　　　　　　　　　
事業内容及び説明

舞台芸術に親しむ公演として、たちかわ創造舎を拠点とする劇団のファミリー向けレ
パートリーを上演しました。客席数：①５０％　②最前列のみ未使用

大人1,000
こども500

165

「まちの魅力発信拠点」である旧駅舎との連携でまちづくりへの参画を図るとともに
芸小事業の事前PRに活用する予定でしたが、コロナ禍で必要となる客席数限定が同所
の運営と相容れないため、当面中止としました。

500
歌集200

-

新たにアーツカウンシル東京と連携し、「国立市文化芸術推進計画」の基本理念に
沿って市内外の様々な主体が連携、協働し、芸術文化を通じた人々の活動や交流を促
進するNPOによる拠点づくりを進めていきます。

－ －

ホールの活性化と現代ダンス分野における創造的な芸術環境づくりをめざし、国立市
ゆかりの舞踏家によるアウトリーチを3回（国立三中特別支援級、市教育指導室さく
ら、桐朋中・高等学校）、ワークショップ1回、公演1回を行いました。（一財）地域
創造共催。公演客席数50％。

一般2,500
学生1,000

161

教育委員・大野氏発案・企画・出演。だれもが気軽に音楽を楽しめる機会を創出する
ことを目的に実施しました。国立市教育委員会共催。公演客席数は最前列のみ未使用 500 54

国立音楽大学出身で、これからの音楽芸術を担う若手音楽家に発表の機会を与える育
成支援事業を行いました。コロナ感染予防のため、客席数を50％とし、2公演実施とし
ました。

1,000 143

ホールの活性化と音楽分野における創造的な芸術環境づくりをめざし,音楽家による地
域でのアウトリーチを4回（八小4年生2クラス、二小4年生2クラス）、ホールでの演奏
会を２回行いました。客席数５０％。(一財）地域創造共催。

一般1500
中学生以下500

227

地域の専門家による、市民向けの造形や実演の文化芸術講座。今年度は以前にも実施
し人気があった初心者向けのウクレレ講座を開催しました。 2,000 12

2019年度（パステル画）、2020年度（ダーニング-英国式繕い）に実施した２講座の受
講生による成果の発表展示を行いました。 0 24

くにたちアートビエンナーレ2015野外彫刻展大賞受賞作家による個展を開催しまし
た。新作4点が展示されました。 0 149

オリ・パラ文化プログラム。子どもたちとアーティスト、地域のダンス関係者らと舞
台作品を創作し芸小ホール、東京芸術劇場での発表を予定していましたがコロナ禍の
影響により実施方法を変え、ワークショップの実施とその映像記録、オンラインでの
報告会となりました。

0 64

オリ・パラ文化プログラム。世界的打楽器奏者・加藤訓子氏主宰の若手演奏家たちが
演奏会や展示など複数のイベントを実施予定でしたがコロナ禍により規模を縮小し、
無料でワークショップと野外パフォーマンスを提供しました。

0 387

現代和太鼓アンサンブルの音楽を築いたリーディングカンパニー鼓童若手奏者による
地域交流公演を2年ぶりに実施しました。客席数50％。 3,000 174

京都芸術大学助成事業。日本語戯曲を多言語化しアジア5カ国の俳優によりリーディン
グ公演実施の予定でしたが、コロナ禍により日本人俳優による上演となりました。芸
小での稽古後、公演は京都で行いました。またそれに先出ち3回の研究会をリモートで
行いました。

－ 250

国立市出身の世界的小説家・多和田葉子書下ろし台本による新作オペラ公演を、市民
出演で2022年度に開催します。それに向けて市民参加者・スタッフを公募で選出し、
11月から各種稽古を始めました。

市民コーラス・スタッフ
30,000

市民歌わない人5,000
1,100

文化庁助成ARTS for the future!に採択された演奏家による企画事業。現代音楽の魅
力と、生活に密着した音の面白さを市民に伝えることを目的としました。こどもから
参加できるワークショップとリサイタルを開催しました。客席数50％。

小学生以上3,000
未就学児1,00
3歳未満無料

77

入場料等
(円)

入場者数
人（定員）

(9)



(イ) 芸術振興事業
②芸術文化の継承事業

事  　          業　           名 実施日・期間

17
フレッシュ名曲コンサート（室内楽）
「谷昂登　ピアノリサイタル」

6月12日

☆ 18 ホール寄席「立川志ゑん真打昇進記念落語会」 12月5日

○ 19
【夏休み子ども向け企画】
こども寄席（1回）

7月27日

20
くにたち市民オーケストラ
2022年ニューイヤーコンサート

1月16日

③芸術文化の交流・支援事業

● 21

スタジオコンサート(3回)
vol.101「小栗久美子トルンコンサート～風薫るベトナム竹琴の調べ～」

vol.102「火星⇒地球2021夏～珠玉の名曲で綴る　星を越える歌声～」

vol.103「北村聡　鈴木大介　情熱のアルゼンチンタンゴ」

5月29日、7，10
月23日

22 くにたちすたじお寄席 46-48回
6月13日、9月5
日、3月6日

④創客、利用拡大事業

○ 23 ランチタイムコンサート・ランチタイムステージ（計10回）
4/21，5/19，

6/16,7/21,8/18,9/15,11/17，
1/19，2/16,3/16

24 イブニング・コンサート（計２回）
8月18日・12月15

日

25 ホールとグランドピアノのシェアプログラム（計８
回）

4/19・20，5/10・
11,7/5/6,9/28

26
(計画外実施）ワークショップ「オペラをつくろう！
《工作》」（計2回）

8月9日

(ウ)その他
①自主事業、連携事業企画調査

27 スタッフ・ディベロップメント事業 通年

28 その他事業（オアシス、助成、消火栓広告、くにたちポイン
ト）

通年

①実行委員会参画事業

29 第45回　くにたち音楽祭 6月20日→中止

30 第27回　国立市吹奏楽フェスティバル 9月26日

○ 31 国立三中OB吹奏楽団　春風コンサート 5月5日

32 ギャラリーネットワーク連携事業　コロナ禍で中止 （予定）6月

○ 33 第９回　わくわくこどもフェスタ 2月20日

共催

計画事業
通し番号

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　報
開催形態

○　こどもおすすめ事業     ☆　協賛事業 　　   ●　新規事業

自主

自主

共催

共催

共催

共催

自主

自主

自主

共催

共催

自主

自主

共催

自主

自主

(10)



 　　　　　　　　　　　　　告　　　　　　　　　　　　

事業内容及び説明

東京音楽コンクール第２位、日本音楽コンクール第1位受賞者によるソロコンサート。
地域住民がクラシック音楽に親しむ機会づくりと、新進演奏家を支援することを目的
として開催しました。客席数５０％。

一般2,000
学生1,000

138

すたじお寄席初代レギュラーメンバーの真打昇進を記念して、歴代メンバーが勢ぞろ
いしての記念落語会となりました。

一般3,000
高校生以下1,000 84

若手落語家指導で、江戸情緒や昔の暮らしなどに受け継がれる芸を通して親しみ、話
芸の世界を体験する小学生向け落語講座を開催しました。

参加800
見学500

14

毎年恒例となったくにたち市民オーケストラによる管弦楽の名曲コンサート。今年度
から共催事業として実施しました。 1,000 222

70席のスタジオで、音楽を身近に親しみやすく体験するコンサート。（101回）ベトナ
ムの打楽器、（102回）声楽、（103回）ギター＆バンドネオン　と多彩な音楽を気軽
に聴ける機会の提供を行いました。

1,000 111

真打ち昇進を目指す若手落語家の話芸を披露し、若手の成長を応援する定例落語会を
引き続き開催しました。 1,500 103

入場無料、客席数制限（整理券発行）で公益事業として開催。公募で選ばれた出演者
による実演（おもに音楽）を披露しました。10月は出演者の要望でコロナ対策として
中止しました。

0 525

８月、12月に上記事業を夕方に移して開催しました。 102

ホール利用の予約が少ない平日に、ホールとコンサートグランドピアノの利用を1時間
単位で分かち合う利用体験事業を、利用促進事業として実施しました。 2,000 66

（公財）東京都歴史文化財団　東京文化会館、アーツカウンシル東京主催。東京文化
会館で上演されるオペラ舞台に登場する小道具や飾りを作る小学生を公募。参加者は
当該オペラのゲネプロを見学しました。当財団は協力として場所・広報を提供しまし
た。

－ 25

職員が、接遇、企画力、コーディネート力の育成を図る目的で､講座・研修事業へ参加
しました。 － －

助成金交付事業、財団広報誌オアシス等の宣伝業務、芸術文化情報の発信事業を行い
ました。施設見学の受け入れ、中学生の職業体験の受け入れはコロナ禍により実施し
ませんでした。

－ －

参加団体で実行委員会を組織して運営し、市内で活動する様々な音楽団体による、合
同発表公演を開催予定でしたが、コロナ禍により中止としました。。 0 －

参加団体で実行委員会を組織して運営し、主に中高の吹奏楽団体による合同発表公演
を開催しました。コロナ禍により参加6校ごとに関係者のみ観覧、完全入れ替え制とし
ました。

0 208

ファミリーフェスティバルは中止となりましたが、国立三中OB吹奏楽団による毎年好
評の吹奏楽コンサートのみ、無観客で開催しました。 0 －

市内で営業している画廊の連絡協議団体が、市民向け公益事業として美術講演会を開
催する予定でしたが、コロナ禍により中止しました。 0 －

立川子ども劇場国立支部などが実行委員会を組織し子ども向けの様々な事業を行いま
した。 0 380

入場料等
(円)

入場者数
(人)

(11)



  ア．郷土の歴史、民俗及び自然環境等に関する資料の収集、保管、展示、普及のための事業
   ①展示事業①展示事業
　　・常設展示 ・常設展示

事  　          業　           名 自主 ・共催   実施日・期間 

1 くにたち郷土文化館常設展示 通　年

○ 2 ハケと用水の魚類展示 通　年

○ 3 ハケに生きる鳥類展示 通　年

4
エコロジー＆アメニティ空間創出のための施設及び周辺環
境整備事業

通　年

 ・企画展示

● 5
春季企画展
「関頑亭　―人生、飄々と―」

5月1日～6月13日

● 6 夏季ミニ展示「甲野 勇　くにたちに来た考古学者」 7月22日～9月12日

● 7
秋季企画展
「人間国宝　三浦小平二 旅と共に」

10月9日～11月21日

● 8
旧国立駅舎内展示
「円形公園はじまり物語」　　　　於)旧国立駅舎広間

10月19日～10月25日

○ 9
冬季企画展
「むかしのくらし展」

1月14日～3月13日

②資料収集・調査・研究事業

10 企画展準備に伴う資料収集及び調査・研究事業 通　年

11 地域資料の整理 通　年

12 収蔵資料の整理 通　年

13 資料のデジタル化事業 通　年

14 図書等の資料整理 通　年

15 地域資料等の購入・収集及び調査・研究事業 通　年

16 調査・研究の書籍刊行事業 通　年

③講座事業（教育・普及事業）

● 17
夏季ミニ展示関連事業
ミュージアムトーク「甲野勇先生の人と学問」 8月21日

● 18
旧国立駅舎内パネル展示関連事業 トークイベント
「国立駅南口駅前広場ウンチクあれこれ」 10月22日

自　主

自　主

自　主

自　主

（２）郷土に関する文化の伝承と振興事業（定款第4条第2号）
〔郷土文化館〕 （決算額　26,291,516  円）

実施事業
通し番号

報

自　主

自　主

自　主

自　主

自　主

自　主

自　主

自　主

自　主

自　主

自　主

自　主

自　主

自　主

（ 12 ）



告

事業内容及び説明

「多摩川が育んだ段丘（ハケ）とともに生きる私たち」をテーマとした常設展
示を行いました。

― 延 17,220

ＮＰＯ国立市動物調査会の指導を得て、ハケ下の水路や府中用水の魚類を中心
に展示しました。

― ―

ハケ周辺で見られる鳥類について、事故死した個体を剥製標本にし、館内に展
示しました。

― ―

来館者が地球温暖化や省エネについて考えるとともに、くつろげる空間づくり
を施設整備(ハード)、職員の接遇(ソフト)の両面を行いました。

― ―

長年芸術家として多くの人に親しまれ、作家としてだけではなく郷土の歴史や
文化の振興に大きく貢献された頑亭氏の作品とその軌跡を紹介しました。

― 延 1,790

当館は開館当初から甲野氏資料を収蔵していましたが、長らく整理作業が滞っ
ていました。再開した資料整理及び調査結果を周知する機会としました。

― 延 1,353

三浦小平二氏の作品作りの源になった「旅」をテーマに、市所蔵作品を中心に
業績を振り返り、多くの方に芸術に親しんでもらう機会としました。

― 延 2,904

国立駅開設と一体的に整備された円形公園について、成り立ちをなどを中心と
して提示し、その造成の経緯を歴史資料に拠って紹介しました。

― 延 8,169

昔のくらしの中で使われてきた館所蔵の民具を展示し、昔のくらしや道具につ
いての知識を深める機会としました。

― 延 2,673

将来の企画展示に向けての準備として、国立市に関係する資料の収集及び調
査・研究を行いました。

― ―

新たに寄贈された資料（美術品、写真、民俗資料等）の整理を行いました。 ― ―

収蔵庫の民具資料を再調査し、収蔵庫の整理を行い目録化を図りました。。 ― ―

市役所広報担当撮影写真等のデジタル化、情報入力の促進を図り、一部をホー
ムページ等で紹介しました。

― ―

寄贈図書等の資料整理を継続し、中央図書館のシステム上で検索可能なデータ
ベース化を行いました。

― ―

地域資料の購入を含めた収集活動及び地域史に関する調査・研究を行いまし
た。

― ―

企画展示の図録、研究紀要など、調査・研究の成果を刊行しました。 ― ―

博物館活動と市域で行われた発掘調査等、甲野氏の文化財保護と社会教育に関
する考えをオンライン及び会場に向けて講師に紹介してもらいました。

― 83

駅前広場の中心部にある現在の円形公園は、駅開設後間もなく「水禽舎」が設
置され、人々が集う人気スポットとなっていた等々の話を紹介しました。

― 35

入場料等
（円）

入場者数
（人）

（ 13 ）



事  　          業　           名 自主 ・共催   実施日・期間 

● 19
旧国立駅舎内パネル展示関連事業 ガイドツアー
「行ってみよう!円形公園」 10月24日

● 20
秋季講演会　「多摩の縄文時代中期」
-最近の縄文時代遺跡の調査・研究成果からわかってきたこと- 11月23日

● 21
古文書に親しむ
「本田家旧蔵資料を読む」-忘れられた安楽寺の記憶- 11/28,12/11,12/19

● 22
講演会
「旧本田家住宅の工事現場から」 3月26日

23
冬季企画展関連音楽鑑賞事業
「蓄音機でレコードを聴いてみよう」 3月5日

 イ．市民が参加及び体験する事業

①郷土の伝統文化を学ぶ体験事業

24 国立市古民家の公開と展示事業 通　年

○ 25
伝統行事
五月人形・鯉のぼり飾り

4月24日～5月9日

○ 26
伝統行事
七夕飾り

6月26日～7月7日

27
わら細工教室
わらぞうり作り  (協力 くにたちの暮らしを記録する会)

8月13日

28
古民家事業
十五夜だんご作り(協力 くにたちの暮らしを記録する会)

9月15日

29
伝統文化体験事業
干支の折り紙教室

11月28日

30
わら細工教室
しめ縄飾り      (協力 くにたちの暮らしを記録する会)

12月14日

31
伝統行事
まゆ玉飾り      (協力 くにたちの暮らしを記録する会)

1月11日

32
民具案内
国立市内公立、私立小学校3年生対象

1月17日～3月11日

○ 33
伝統行事
ひな人形飾り

2月18日～3月9日

34
伝統行事
ひし餅作り

2月19日

　 ②郷土の自然環境を学び体験する事業

○ 35 くにたち自然クラブ（全5回） 6月20日～12月12日

○ 36
フィールドワーク
身近な水辺を体感しよう

10月10日

○ 37
天体観測
冬の星空ウォッチング（全3回）

12月8日～2月15日

○ 38
自然観察会
冬の生き物探し

3月6日自　主

共　催

自　主

自　主

自　主

自　主

自　主

自　主

自　主

自　主

自　主

自　主

実施事業
通し番号

報

自　主

自　主

自　主

自　主

自　主

自　主

自　主

自　主

（ 14 ）



告

事業内容及び説明

現在、市民や国立駅利用者などが通常立ち入ることができない円形公園につい
て、実際に入り現状や歴史的経緯を紹介しました。

200 20

緑川東遺跡や、南養寺遺跡などにおける縄文時代中期について、その集落や土
器の特色、土器と石棒にうかがえる世界観を解説してもらいました。

― 37

本田家主屋の解体・調査が進められているなか、本田家旧蔵資料の中から選出
し、歴史資料を読み解く楽しさを学び、郷土の歴史に親しむ機会としました。

各300 延 62

工事が着々と進めているなか、工事からわかってきたことや工事の状況など、
工事に携わってている方にトークセッションで生の声を届けました。

31

冬季企画展「むかしのくらし展」関連事業として、郷土文化館に収蔵されてい
る蓄音機でSPレコードを鑑賞しました。

― 50

国立市有形民俗文化財の復元民家旧柳澤家を一般に公開するとともに、農具等
の資料を展示しました。

― 延 11,062

伝統行事の一環として、端午の節句を中心に、収蔵資料の五月人形を展示し、
古民家隣地に鯉のぼりを掲揚しました。

― 延 2,113

郷土文化館、古民家、城山さとのいえで短冊に願いを書き、笹竹につるす行為
を通して、年中行事に対する親近感を醸成し、その理解を深めました。

― 延 623

例年、谷保の昔の暮らしぶりを知り、体験する事業として開催してきました
が、コロナ感染防止のため、動画で撮影しHP上で視聴できるようにしました。

―

例年、農作物の収穫に感謝する伝統行事として行ってきましたが、コロナ感染
防止のため、動画で撮影しHP上で視聴できるようにしました。

―

和紙で2022年の干支である寅を制作することにより、折り紙という日本の伝統
文化を体験しました。

1,000 14

コロナ禍以降における教室開催に向けて、技術の継承と指導者の育成としての
実地研修の場として本年度は実施しました。

―

コロナ禍以降における事業実施に向けて、技術の継承と指導者の育成としての
実地研修の場として本年度は実施しました。

―

社会科授業の一環として、郷土文化館所蔵の民具の解説と体験を行いました。
(全11校　二小、桐朋小は出張授業 )

― 732

豪華な段飾りの雛人形を展示し、郷土文化館や古民家を訪れる人達に日本の風
習や工芸の美しさを味わってもらいました。

― 延 2,202

ひし餅は桃の節句のお飾りとして体験事業としてきましたが、コロナ感染防止
のため、動画で撮影しHP上で視聴できるようにしました。

―

小学生を対象とし、ハケや湧水、矢川、府中用水、多摩川の生き物や自然の観
察を通して、自然の大切さを学びました。　共催：NPO法人国立市動物調査会

通年参加費

2,000
延 217

くにたちの水環境について、実地踏査(生き物採集など環境調査)をし、自然環
境を学び、地域のことを知る楽しさを体験するために実施しました。

300 延 12

郷土文化館武蔵野庭園において、国立天文台の講師からお話を聞きながら、大
型天体望遠鏡で国立から見える宇宙を観察しました。

― 延 89

NPO法人国立市動物調査会の指導のもと、土や朽木の中で越冬する昆虫たちを
探しながら、冬の自然観察方法などを学びました。

100 19

―

―

―

入場者数
（人）

入場料等
（円）

―

―

（ 15 ）



①健康づくりのスポーツ事業

事  　          業　           名 自主 ・ 共催 実施日・期間

1

やさしいヨガ                  ①（8日間）
　　　　　           　       ②（8日間）
　　　　　           　       ③（8日間）
　　　　　　　　              ④（8日間）

5月12日～ 6月30日
 8月25日～10月13日
10月27日～12月22日
 1月26日～ 3月23日

2

初めての気功と健康太極拳　　　①（8日間）
　　　                        ②（8日間）
　　　　　　　　　　　　　　　③（8日間）
　　　　　　　　　　　　　　　④（8日間）
　　　　　　　　　　　　　　　⑤（8日間）

 4月 6日～ 6月 1日
 6月 8日～ 7月27日
 9月 7日～10月26日
11月 2日～12月28日
 1月11日～ 3月 1日

3

太極拳24式・48式 　　　　　　 ①（8日間）
                        　　　②（8日間）
　　　　　　　　　　　　　　　③（8日間）
　　　　　　　　　　　　　　　④（8日間）
　　　　　　　　　　　　　　　⑤（8日間）

 4月 6日～ 6月 1日
6月 8日～ 7月27日
 9月 7日～10月26日
11月 2日～12月28日
 1月11日～ 3月 1日

4

水中リズムウォーキング　      ①（8日間）
　　　　　　　　　　　　      ②（8日間）
　　　　　　　　　　　　      ③（8日間）
　　　　　　　　　　　　      ④（8日間）

 4月21日～ 6月16日
 9月 1日～10月20日
11月10日～ 1月12日
 1月26日～ 3月23日

5

骨盤調整＆エアロビクス        ①（8日間）
　　　　　　　　　　　        ②（8日間）
　　　　　　　　　　　        ③（8日間）
　　　　　　　　　　　        ④（8日間）

 4月10日～ 5月29日
6月19日～ 8月 7日
11月 6日～12月25日
1月22日～ 3月12日

6
楽しいフラダンス　            ①（6日間）
　　　　　　　　　            ②（6日間）
　　　　　　　　　            ③（6日間）

5月 6日～ 7月15日
 9月16日～11月18日
12月 2日～ 2月17日

7 大人の初心者水泳教室　　　　　　（8日間） 5月28日～ 7月16日

8 インターバル速歩　　　　　　　12回
4月～3月の毎月

第一金曜日

②スポーツ及びレクリエーションの普及事業

9 初心者ゴルフ教室　　　　　　　　（12日間） 4月 6日～ 6月29日

10
レベルアップゴルフ①　　　　　　（12日間）
レベルアップゴルフ②　　　　　　（ 6日間）

9月 7日～12月 3日
2月 1日～ 3月18日

③親と子供のスポーツ体験事業

事  　          業　           名 自主 ・ 共催 実施日・期間

11
親子体操教室　                ①（8日間）
　　　　　　　                ②（8日間）
　　　　　　　                ③（8日間）

コロナによる中止
9月 3日～11月 5日
 1月14日～ 3月11日

〇 12
親子野球教室　                ①（1日）
　　　　　　　                ②（1日）

10月 30日
 3月  5日

13
親子スイミング教室　          ①（6日間）
　　　　　　　　　　          ②（6日間）
　　　　　　　　　　          ③（6日間）

コロナによる中止
11月 1日～12月 6日
2月 7日～ 3月14日

自　主

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　報

自　主

自　主

自　主

自　主

自　主

自　主

自　主

自　主

自　主

自　主

自　主

実施事業
通し番号

（３）市民のスポーツ及びレクリエーション振興の企画と実施事業(定款第4条第3号）
〔市民総合体育館〕 （決算額  19,775,537  円）

実施事業
通し番号

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　報

自　主

( 16 )



告

事業内容及び説明
　ヨガの基本的な動作をわかりやすく取り入れ、身体をリラックスさせて心身
のリフレッシュと健康増進を目指した事業を実施しました。
※新型コロナウイルスの影響により①は5日間に縮小しました。

5,000
5,000
5,000
5,000

268
471
467
445

　初心者向けの13勢基本法の太極拳にゆっくりとした呼吸法を取入れ、足腰を
鍛錬し、健康増進を目指した事業を実施しました。

※新型コロナウイルスの影響により①は4日間に縮小しました。

5,000
5,000
5,000
5,000
5,000

117
250
240
228
247

　中国武術の一派をもとに制定された健康法として、中国政府が編纂・制定し
た太極拳を学び、健康増進を目指した事業を実施しました。

※新型コロナウイルスの影響により①は4日間に縮小しました。

5,000
5,000
5,000
5,000
5,000

159
313
324
305
301

　水中を歩いたりストレッチ、ダンス等を行うことにより、浮力を利用し身体
全体を動かすなど、健康増進を目指した事業を実施しました。
※新型コロナウイルスの影響により①は4日間に縮小しました。

5,000
5,000
5,000
5,000

143
304
306
304

　音楽のリズムに合わせた有酸素運動に加えて、骨盤を調整するストレッチを
取り入れ、健康な身体作りを目指した事業を実施しました。
※新型コロナウイルスの影響により①は3日間に縮小しました。

5,000
5,000
5,000
5,000

87
215
210
174

　音楽に合わせバランスを取りながら、優雅に全身を動かすことにより健康増
進を目指した事業を実施しました。
※新型コロナウイルスの影響により①は4日間に縮小しました。

5,000
5,000
5,000

68
107
123

　夜間の事業です。最も参加者の年齢層が幅広い事業です。
※新型コロナウイルスの影響により7日間に縮小しました。 5,000 64

　｢さっさか歩き｣と｢ゆっくり歩き｣を交互に繰り返すウォーキング法の講習会
です。毎月第1金曜日に申込不要の自由参加で開催しています。
※新型コロナウイルスの影響により4、5、8、9月、雨の影響で7、10月は中止しました。

無料 161

　ゴルフの基本的な技術指導を行い、ゴルフの楽しさや技術とルールを学ぶた
め事業を実施しました。 18,000 388

　ゴルフの応用的な技術指導とルールを学ぶとともに参加者がレベルアップす
る事業を実施しました。

18,000
9,000

 480
249

告

事業内容及び説明
　親子で一緒に運動することにより動く楽しさを知るとともに、親子のコミュ
ニケーションづくりとして事業を実施しました。
※新型コロナウイルスの影響により①を中止しました。

5,000
5,000
5,000

115組 　230
147組   294

　幼稚園の年中から小学２年生までを対象に、プロの指導員により野球を基礎
から学ぶ場を提供することにより、運動の楽しさを知ってもらうために事業を
実施しました。

無 料 49組 　 98
26組 　 52

　親子で水に慣れるとともに、親子のコミュニケーションづくりとして事業を
実施しました。
※新型コロナウイルスの影響により①を中止しました。

4,000
4,000
4,000

 71組 　142
 57組   114

参加者数
（人）

参加費等
（円）

参加者数
（人）

参加費等
（円）
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④小中学生スポーツ体験事業

〇 14
小中学生無料開放　　　　　　　　（夏休み2回）
　　　　　　　　　　　　　　　　（冬休み1回）
　　　　　　　　　　　　　　　　（春休み1回）

7月28日、8月18日
 1月 5日
3月28日

〇 15
小学生バドミントン教室        ①（6日間）
　　　　　　　　　　          ②（6日間）

　コロナによる中止
コロナによる中止

〇 16 初心者ミニバスケット教室　      （1回　2日間） コロナによる中止

〇 17 小学生高学年テニス教室　　　　　（3日間） 8月 4日～ 8月 6日

〇 18 小学生かけっこ教室           　 （8日間） 5月28日～ 7月16日

〇 19 サッカークリニック              （1日間） 1月16日

〇
●

20 小学生夏休み水泳教室 8月 2日～ 8月20日

⑤共催事業

○ 21 第30回ファミリーフェスティバル コロナのため中止

22 第31回くにたちウォーキング 11月21日

23
第31回ダンスコレクション

2月13日

24 スポーツ講演会 コロナのため中止

〇 25 小学生初心者水泳教室（低学年、高学年）
6月11日～ 7月 9日
3月 2日～ 3月25日

⑥協力事業

26 体力テスト対策　　          一小（1～6年生）
5月17日
6月10日
6月16日

⑦オリンピック・パラリンピック関連事業

〇
●

27 ボクシング体験会 コロナのため中止

〇 28 ラグビー体験会 コロナのため中止

自主

自主

自　主

自　主

自　主

共　催

共　催

自　主

自　主

協　力

　 自  主

自　主

共　催

共　催

共　催
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　小・中学生を対象に学校の長期休暇期間中、子ども同士や親子で卓球、バド
ミントン、水泳を楽しく体験し、ルールを学び、スポーツに親しむ事業を実施
しました。各種目には指導者を配置しアドバイスを行いました。

無 料
242
164
76

　小学生を対象に専門の指導員を派遣し、サーブ・レシーブ・スマッシュなど
バドミントンを基礎から学びました。
※新型コロナウイルスの影響により①、②を中止しました。

2,000

　小学生の初心者を対象に、ミニバスケットのゴールでドリブルやシュートな
どの基礎を学びます。
※新型コロナウイルスの影響により中止しました。

無 料

　小学４年生から６年生を対象に、サーブ・レシーブ・ボレーなどのテニスの
基礎を学びました。 無 料 51

　小学生を対象にスポーツイベントを開催し、専門の指導員によりスポーツの
楽しさを経験します。 10,000 259

　小学生を対象に専門の指導員を派遣し、サッカーの基礎や応用を学ぶ場を提
供することにより楽しさを知るために事業を実施します。 無 料 143

　小学校で行っていた水泳教室は酷暑中止が多かったことから、会場を総合体
育館室内プールに変え財団主催で行いました。 無 料 471

　総合体育館及びその周辺にスポーツやゲームのコーナーを設け、子どもを中
心に家族で楽しんでもらうイベントを開催します。共催：国立市体育協会
※新型コロナウイルスの影響により中止しました。

無 料

　今年はA：9.0ｋｍ、S：12.0ｋｍの２コースになりました。完歩賞を発行する
など楽しく参加できるようにするとともに、完走後に抽選会を開催し商品を出
しました。　共催：国立市体育協会　協賛：㈱ヤクルト本社中央研究所、㈱Ｆ
ＳＸ、(公社)国立市シルバー人材センター、カルフォルニアレーズン協会

無 料 387

　総合体育館と市民芸術小ホールの利用団体によるダンス活動の成果を発表す
るとともに、ダンスの普及を図るために開催しました。　共催：第31回ダンス
コレクション実行委員会　協賛：㈱ヤクルト本社中央研究所

大人 500
子供 200

238

　共催：国立市体育協会
※新型コロナウイルスの影響により中止しました。

無 料

　全８回の水泳教室です。2021年度から低学年コースを新設した。
　共催：国立市 無 料

274
11

　小学生を対象に全国で行われる体力テスト対策を行います。テストは屋内が
５種目、屋外が３種目ですが、このうち屋内は３種目、屋外は２種目で行いま
した。

無 料 381

　小学生を対象としたオリンピック種目の体験会として、ボクシングに挑戦し
ます。オリンピック・パラリンピックの機運を醸成します。
※新型コロナウイルスの影響により中止しました。

無 料

　2019年度にスポーツ普及講習事業として開催しましたが、ワールドカップの
好成績により開催する。
※新型コロナウイルスの影響により中止しました。

無 料
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  ア．助成事業

  実施月日 

1 8月30日

2 10月24日～11月27日

3 11月27日

4 1月14日～20日

5 1月10日

（5）財団広報誌「オアシス」の発行等（定款第4条第7号）

  実施月日 

1

 4月、 6月、8月
10月、12月、2月

2 随　時

＊２０２１年度は新型コロナウイルス感染防止のため、助成金の申請があった後に
事業中止による２件の取り下げがありました。

財団広報誌「オアシス」の発行事業

財団ホームページの管理事業

事　業　名　（　団　体　名　）

事　業　名　（　団　体　名　）

〔総務課〕 （決算額　6,483,790 円）　         
実施事業
通し番号

報

（4）市民の自主的な文化・スポーツ活動の奨励及び団体の育成事業（定款第4条第4号）
〔総務課〕 （決算額　930,000 円）　         

実施事業
通し番号

報

第45回塞の神どんど焼
(塞の神どんど焼き実行委員会)

０歳からの夏の夕涼み親子コンサート
（La  Mimosa)

くにたち映画祭２０２１
（くにたち映画祭２０２１実行委員会）

国立市体育協会創立６０周年記念事業
（国立市体育協会）

The Clothesline in Kunitachi
（The Clothesline in Kunitachi　実行委員会）

 ( 20 )



告
事　業　内　容　及　び　説　明

日常育児に追われる父母と、これから様々な情報を吸収していく子どもたちが、
周囲を気にせずに生の音楽に触れられるコンサートを実施しました。また、オリ
ジナルの紙芝居を発表しました。

80,000 90

「まちじゅうが映画館」と題して、まちなかの施設や個人カフェ、ミニシアター
にて１か月にわたって１０作品を上映し、あわせてトークも実施しました。

100,000 707

コロナ禍の影響で記念式典は実施できませんでしたが、創立６０周年記念誌を作
成、発行し関係者に配布しました。また、６０周年にあたり特別功労賞・功労賞
を授与しました。

300,000 ―

性別による格差や差別などの「声なき声」をひろうアートプロジェクト。展示期
間中メディアの取材もあり、大変多くの方の参加がありました。展示前は１枚
だったカードも最終的には１９８枚も吊るされ、関心の高さなどがわかりまし
た。

300,000 7,615

新型コロナウイルスの影響により、当日は一般の方の入場は遠慮いただき、あら
かじめ集めた正月飾りを燃やして新型コロナウイルスの撲滅祈願をしました。規
模は小さくなりましたが、地域の伝統行事を絶やすことなく事業を継続しまし
た。

150,000 40

告
事　業　内　容　及　び　説　明

各館の事業を中心に年6回隔月に「オアシス」を発行し市内全世帯に配布しまし
た。
発行部数　毎回約43,000部、　4ページ6回
発行形態　タブロイド判　全頁フルカラー
広告1枠（8センチ×6センチ）　広告収入3社15枠　(385,000円)

3,634,755 259,460

ホームページを通して、事業内容、財団の情報を発信しました。
随時更新 2,849,035 ―

助成金
（円）

入場者数
等(人)

事業費
（円）

発行数
(部)
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（６）総合評価 

 

(芸術小ホール) 

・新型感染症拡大の影響を大きく受けた前年度の経験を活かし、一部の事業の中止・縮小をしつ

つもほぼすべての事業を実施することができました。施設利用制限については対応可能な範囲

で徐々に緩和し、客席数についてはほぼ通常時にまで戻すことができました。 
また、文化芸術振興の歩みを止めることなく再開へとつなげようとするアーティスト達の思い

を受けとめ、「協力」として当初計画にはなかった 3 事業に積極的に取り組みました。 
・「芸術環境創造事業」では、大学や市内の小学校、地域の芸術団体や個人との協働により事業を

実施しました。地域の芸術的リソース・芸術家とお互いに協力し合い、連携を今後も一層深め、

お互いにとって望ましい関係性を築き活かすことで事業の内容をより充実させていくことを目

指します。 
・「芸術振興事業」ではより多くの市民が主体的に芸術活動に関わる機会の増加と内容充実を図り、

来年度上演のオペラ参加者の公募と稽古開始を行ったほか、各種ワークショップ、アウトリー

チ活動を実施しました。また定番である有料・無料の演奏会や落語会には、コロナ禍の影響で

来場を控えていた市民が久しぶりに生の舞台に触れ、多くの喜び・感謝の声が寄せられました。 
・施設・設備の老朽化が頻繁に発生し、予測できない頻度と内容となっており対応負担は増加の

一途をたどっています。厳しい状況下、利用者の安全担保を最優先としつつ利便性の向上にひ

きつづき努めてまいります。 
・コロナ感染症拡大・蔓延を機に、人と人とのコミュニケーションのあり方や方法が大きく変化

しました。芸術活動の縮小・停止が社会的にも課題視されています。一方、映像等の利用や SNS
を活かした広報など、対面ではない形での事業展開方法も見えてきました。地域の文化施設と

していかなる状況下でも事業を継続し、より多くの市民が芸術の喜びを味わえる機会と環境を

創り続けていくことを推進してまいります。 
 

(郷土文化館) 

・関頑亭氏逝去一周忌にあわせて実施した春季企画展ですが、開催が決まったのが開催日

の 5 ケ月ほど前で、準備期間が少ない中での実施となりました。関家の多大な協力のも

と早急に準備が進みましたが、本来なら調査等時間に余裕を持って進めるべきであった

と反省しました。また、準備段階で関家のアトリエを調査している折、様々な資料が見

つかり、中には国立に関わる貴重な資料も含まれていることから郷土文化館としても適

宜、アトリエにある貴重な資料の調査をすることが望ましいと考えました。 

・甲野勇展ですが、展示を行ったことで甲野氏に関する新たな資料の発見や、甲野氏関係

資料の寄贈にもつながりました。甲野氏の研究分野や活動が多岐に渡ることから、甲野

勇氏資料の持つ価値もまた多面的であり、様々な場面での活用が期待できます。今後も、

資料整理やデジタル化にあわせて、定期的にデータベースを更新する等、活用の場を模

索していきたいと思います。尚、関連事業として初めての試みとしてオンラインによる

ミュージアムトークを実施したのですが、通信が不安定で一部音声が途切れる事態とな

ってしまいました。今後は事前に十分な準備を心がけたいと思います。 

・三浦小平二展ですが、当館では過去２回の展示を実施し、今回は 13 年ぶりの展示となり

ました。本展示は竹子夫人が代表を務める一般財団法人の多大な協力を得て実施するこ
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とが出来ましたが、今後においても広報活動や展示作品にも広がりが持てることを踏ま

え、当該財団法人と連携する形で実施できればと考えています。また、国立市では唯一

の人間国宝ですので、適宜、市民に美術作品を公開することが必要であると思います。 

・アウトリーチ事業として旧国立駅舎内で実施した「円形公園はじまり物語」ですが、旧

駅舎広間ということで多くの人が行きかいましたが、そのちょっとした時間をパネルへ

と惹きつけるため、もっと情報を絞り込み、目に留まりやすい画像や写真をより大きく

表示する必要があったと思いました。 

・市内小学校３年生を対象とした民具案内は、毎年、くにたちの暮らしを記録する会の皆さんに

ご協力をいただいていますが、今回はコロナ禍ということで会の皆さんと小学生との質問タイ

ムを対面ではなく、リモートで実施したことは良かったと思いました。 
・郷土文化館は、SDGs 目標 4「質の高い教育をみんなに、生涯学習の機会促進」を踏まえ、

今後においても資料収集・調査・研究事業、市民が参加・体験事業、及び様々な企画展

示及び企画事業を進めていきたいと考えています。 

 

(総合体育館) 

・2021 年度も新型コロナウイルス対策を行いながら運営を行いました。緊急事態宣言を受け、4

月 27 日から 5 月 31 日まで体育館を全館休館としました。また、4 月 19 日から 10 月 17 日及び

2 月 1 日から 3 月 31 日までは、第一体育室が新型コロナワクチン接種会場となったため第一体

育室の利用を中止しました。 

・第一小学校で全学年を対象に体力テスト対策事業として指導者を無料で派遣しました。学校か

らは、各学年も記録が上がったと聞いており、一定の成果がありました。一方、指導者を無料

で派遣しているため、今後費用面での課題が残りました。 

・小学生初心者水泳教室は、2020 年度は高学年だけの開催でしたが、2021 年度は新たに低学年コ

ースを設け、泳ぎの苦手な人に水泳の楽しさや泳ぎ方を教え、参加者からは泳げるようになっ

たなどご意見をいただき成果がありました。 

・小学生夏休み水泳教室は、以前は小学校の屋外プールで実施していましたが、雨や酷暑で中止

になることが多く、2021 年度からは、財団主催で会場を総合体育館に変え水泳教室を開きまし

た。参加者からは泳げるようになった、指導者の指導が丁寧だったなどのご意見をいただき、

参加者の泳力を伸ばすことができました。 

・しょうがいしゃスポーツを推進・支援するため、東京都等が主催するしょうがいしゃスポーツ

関連の講習会・セミナー等の会場を提供し連携を図りました。 

・有料公園施設は、屋外施設であるため緊急事態宣言中も利用中止は行わず健康増進、体力向上

のため施設を開放しました。また、谷保第三公園テニスコートの壁打ちコートについて、テニ

スコート利用者以外の方も利用できるように、2022 年 1 月 4 日から一般開放しました。 

 
(総務課) 

・広報紙「オアシス」発行事業については、より市民に見やすいことを心掛けて編集しました。

今後においても財団として、オアシスは非常に重要な広報媒体でありますので、より親しみや

すく、多くの市民に読んでいただけるよう編集の創意工夫に努めていきます。 

オアシスへの広告掲載についてはコロナ禍の影響で減少してしまいましたが、掲載依頼等につ

いても引き続き努力していきます。また、ホームページについては、市民にわかりやすく、早

急に情報提供できるよう努めていきます。 



２．指定管理事業
　国立市との協定による施設の管理運営事業

（１）市民芸術小ホールの利用状況

 (ア)利用料収入　コロナウイルス感染症特例措置100％還付613, 100円（4月～9月申込分）

施設名

施設利用料

ホール 5,817,270

スタジオ 1,159,920

音楽練習室 1,213,820

アトリエ 397,800

ギャラリー 438,300

合計 9,027,110

・減免利用料 2021年 10月

2021年 11月

施設 付属設備 2021年 12月

8,278,300 5,601,200

施設 付属設備

5,256,600 3,573,050

 (イ)施設別利用状況

施設名 利用日数 利用率 利用件数 市内 市外 利用者数

２０２１年度 ホール 222 日 75.8 ％ 254 件 232 件 22 件 16,147 人

スタジオ 213 67.6 274 240 34 5,540

開館日数 音楽練習室 282 85.5 388 361 27 4,854

330日 アトリエ 224 68.7 265 264 1 1,928

ギャラリー 97 29.8 97 95 2 2,804

エントランス 30 9.1 30 30 0 803

計 1,308 1,222 86 32,076

施設名 利用日数 利用率 利用件数 市内 市外 利用者数

２０２０年度 ホール 157 日 56.1 ％ 181 件 177 件 4 件 12,127 人

スタジオ 166 59.3 220 205 15 3,414

開館日数 音楽練習室 197 70.4 288 277 11 3,455

280日 アトリエ 167 59.6 191 191 0 1,446

ギャラリー 46 16.4 46 46 0 1,296 2020年 10月

エントランス 13 4.6 13 13 0 650 2020年 11月

計 939 909 30 22,388 2020年 12月

２０２１ 年 度 ２０２０年 度

付属設備利用料 利用料合計 施設利用料 付属設備利用料 利用料合計 増（-）減

5,781,550 11,598,820 2,074,785 4,219,700 6,294,485 5,304,335

599,000 1,758,920 740,275 494,300 1,234,575 524,345

135,400 1,349,220 484,940 152,900 637,840 711,380

2,400 400,200 131,650 1,400 133,050 267,150

0 438,300 180,000 0 180,000 258,300

6,518,350 15,545,460 3,611,650 4,868,300 8,479,950 7,065,510

２０２１年度減免利用料額

合計

付属設備 合計

13,879,500 単位：円

8,829,650 3,021,700 2,028,150 5,049,850

２０２０年度減免利用料額 差引増(－）減額

合計 施設
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300

350

開館日数 ホール スタジオ 音楽練習室 アトリエ ギャラリー

２０２１年度

２０２０年度

施設別利用状況
日
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<2021年度> 単位：回

ギャラリー エントランス

午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 全日 全日

2021年 4月 19 19 16 14 13 6 18 21 14 13 11 5 20 5

2021年 5月 13 16 21 10 12 7 14 13 11 12 7 2 9 2

2021年 6月 12 14 10 10 12 10 14 16 13 12 7 4 8 3

2021年 7月 10 13 8 13 11 7 11 8 11 10 8 4 3 3

2021年 8月 13 17 13 16 16 11 17 14 13 12 7 3 4 2

2021年 9月 15 14 13 9 9 7 15 15 15 15 12 5 3 2

2021年 10月 16 20 19 20 17 11 20 21 12 13 10 5 3 1

2021年 11月 15 15 16 12 13 13 22 19 16 15 8 2 7 2

2021年 12月 18 20 20 17 16 17 18 18 15 13 11 5 5 3

2022年 1月 14 13 15 13 14 12 16 13 15 17 10 5 4 2

2022年 2月 18 17 18 17 18 13 21 22 23 20 14 9 10 3

2022年 3月 18 17 16 14 15 18 20 21 23 20 18 16 21 2

合　　計 181 195 185 165 166 132 206 201 181 172 123 65 97 30

コロナ対策：《定員》10/24まで定員５０%/  10/25～　ホール・スタジオ：最前列のみ不使用、

  　　　音楽練習室：50％、アトリエ：通常定員、ギャラリー：40名

《時間》～5/31　21時以降は控える／～10/24　催し物21時まで、練習20時まで

展示会： 1２月10日時点で、3/12～3/31の期間空いている施設を封鎖。

<2020年度> 単位：回

ギャラリー エントランス

午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 全日 全日

2020年 4月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2020年 5月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2020年 6月 0 0 0 0 0 0 1 3 0 0 0 0 1 0

2020年 7月 10 10 9 8 13 6 16 15 11 17 8 4 4 0

2020年 8月 14 16 15 15 15 10 19 16 12 16 10 8 12 6

2020年 9月 7 8 4 9 12 9 17 14 12 16 6 1 1 1

2020年 10月 11 15 17 15 13 11 17 15 11 19 8 2 2 1

2020年 11月 16 19 18 23 17 13 20 20 8 18 6 3 10 1

2020年 12月 16 17 19 18 14 13 17 11 5 18 8 4 2 1

2021年 1月 14 16 18 8 12 10 12 10 14 10 7 2 3 1

2021年 2月 22 22 19 9 18 16 14 14 13 12 11 4 7 1

2021年 3月 15 17 16 15 18 15 15 18 13 11 8 3 4 1

合　　計 125 140 135 120 132 103 148 136 99 137 72 31 46 13

※4/4・5、4/8～6/3はコロナウイルス感染症対策として休館。6/4～7は開館、還付業務のみ。

6/8～6/30は閉館前の予約者のみ50％制限で利用。7/1～10/31までは定員50％制限で50％減免。

10/31までに2021/3/31までの施設予約者に50％減免

※7/27～8/7はホール音響設備工事の為利用不可

※2021/1/11～2021/3/31の間定員数50％制限で利用

市民芸術小ホール利用状況

ホール スタジオ 音楽練習室 アトリエ

ホール スタジオ 音楽練習室 アトリエ
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※2020年度は臨時休館の影響大、2021年度もコロナの影響で施設利用収入微減

有料 減免 有料 減免 有料 減免 有料 減免 有料 減免

133 29 184 21 100 7 0 0 417 57

105 23 160 20 113 1 0 0 378 44

0 1 3 1 0 0 0 0 3 2

0 5 4 3 0 0 0 0 4 8

128 32 189 42 5 7 0 0 322 81

116 42 138 45 2 4 0 0 256 91

0 0 0 0 0 0 0 187 0 187

0 0 0 0 0 0 0 176 0 176

261 62 376 64 105 14 0 187 742 327

221 70 302 68 115 5 0 176 638 319

有料 減免 合計 有料 減免 合計 有料 減免 合計 有料 減免 合計 有料 減免 合計 有料減免合計 有料 減免 合計

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 4 21 17 4 21

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 26 3 29 26 3 29

※2020年度は4.5月緊急事態宣言による臨時休館により開館日が5日間(2021年度57日間）

※2021年度もコロナの影響でいくつかのイベントを自粛

※2020年度は旧駅舎再築関連の図録売上が大きく貢献（特に旧国立駅舎において）

※2021年度の事業参加者増は、旧国立駅舎でのイベントが大きく寄与

※2021年度もコロナの影響で施設利用人数の制限や、研修室１，２の結合運用を継続

※2020年度は4.5月緊急事態宣言による臨時休館中は施設利用も停止（利用可能日が52日減）

合　計

事業参加者（人）

1,130,320

344

188

22,884 23,228

10,690

156 12,382

10,50224,020

12,538

1,028,500

有　料 無　料その他

15,640

合　計

増(－)減 2,713 6,777 0 1,5004,064 -352,000 -8,380 -358,880

年　度
施設 付属設備

111,600増（－）減

950,700

819,600

131,100

2020年度

2021年度

（２）国立市古民家を含む郷土文化館の利用状況

合計

1,418,000960,600

施設

（ア）施設・設備利用料収入

利用料収入額

付属設備 合計

1,505,300

単位：円

87,300

23,000

16,500

6,500

減免利用料

-19,500

141,000

121,500 1,072,200

合計

93,800

1,528,300

午後 夜間 全日 合計

1,434,500

（イ）施設別利用状況

施設名 年　度

利用時間帯別利用件数（年間 336日）

合計

午前

単位：件

合計 合計 合計

1

5

160

2021年度

2020年度

12

講　堂
2021年度

2020年度

162

128

研修室１

研修室２

特別展示
室

2021年度

2020年度

2021年度

2020年度

158

0

0

205

180

4

7

231

183

0

6

0

0

107

114

0

0

474

422

5

12

0

0

0

0

0

0

合　計
2021年度 323 440

403

347

187

176

187

176

1,069

2020年度 291 370 120 176

119 187

（ウ）付属設備利用状況 単位：件

年　度
スライド映写機 16ミリ映写機

0

957

ＯＨＰ 陶芸用電気釜 合　計

2020年度

郷土文化館

0 77,800

入場料 参加費

13,156 8,349

合　計

28,282

2021年度

2020年度

ビデオ映写装置 移動展示ケース

771,44017,220

（エ）事業収入等状況

年　度

2021年度 676,5000 79,300

21,505

入館者（人）

図録売上古民家

11,062

事業収入等（円）
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※2021度も、コロナ自粛の影響で入館者数減

合計

※2020年度は4、5月緊急事態宣言による臨時休館により開館日が5日間（2021年度57日間）

※2021年度もコロナの影響で「里山フェスタ」など集客が期待できるイベントが一部中止

※2021年度も、コロナ自粛の影響で入館者数減　　　      

※2020年度は4、5月緊急事態宣言による臨時休館により開館日が5日間（2021年度57日間）

※2021年度もＪＲ東日本の「駅からハイキング」等、集客が期待できるイベントが一部中止

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2021年度開館日336日 17,220人 1,131 1,510 1,154 995 868 1,103 1,613 2,476 1,121 1,274 1,575 2,400

2020年度開館日284日 13,156人 130 0 973 1,037 1,282 1,721 1,287 1,475 1,168 1,082 1,511 1,490

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000郷土文化館

入館者数

単位：人

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2021年度開館日336日 11,062人 1,123 1,546 748 553 447 639 779 975 605 725 1,171 1,751

2020年度開館日284日 8,349人 122 0 686 572 756 534 709 897 579 804 1,616 1,074

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000
古 民 家

入館者数

単位：人
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（３）　市民総合体育館の利用状況 （開館日数： 336 日）

4/27～5/31　緊急事態宣言のため全館閉鎖
　ア　利用料収入 単位：円

2021年度
2020年度

増減

　イ　個人利用の状況 単位：人

2021年度

2020年度

増減

2021年度

2020年度

増減

　ウ　団体貸切利用の状況 単位：（団体数）団体 、 （人数）人

2021年度

2020年度

増減

総利用者数 単位：人

2021年度

2020年度

増減

　エ　その他　保育室利用状況

　オ　くにたち南市民プラザ：トレーニング室利用状況

2021年度

2020年度

増減

108,859
個人利用＋団体貸切＋保育室

2021年度2,663

293
311
-18

70,610
-6,103

13
4
9

減  免  利 用  料  

-7,627
116,48645,001

-1,355
2,855
-192

駐車場利用状況（届け出台数）

団体数 人    数

43,646

団体数人  数

18,335
1,025

237
512

-275 -3,742

ステージ

5,693,550

12,059

利　用　人　数（人）個人利用料
収入額(円)

利用件数 人  数

706人198件

合計無料券 グリーンパス個人

（開館日数： 183 日）

15,064台 44.8台
駐車場

1日平均利用台数

98,300
264,150
110,850

23,550
個　人

13,560,27116,281,200 2,102,900 3,500,550
グリーンパス等減　免

3,309,600 94,700

特　保
29,841,471

24,022

団体数

室 内 プ ー ル第一、二、三体育室

4,993,800

個　人

18,457,650 1,589,500

17,287

25,235,970
4,605,501

グリーンパス等

6,778,320
6,781,951-2,176,450

10,826 13,379
グリーンパス等 合　　計 合　　計

26

739

2,500
1,761

6,764
3,022

103
-29

グリーンパス等

2020年度
増(-)減

-8

1,630
1,638

408,300
307,950
100,350

室内プール

696
3,545
4,241

5,228

6,219
6,339
-120

7,253

840,300 375,000
グリーンパス

742,000

減　免　利　用　料（円）

特保

22,200
30,900
-8,700

11,100
12,900
-1,800

1,878
団体数

535

18,416

人  数団体数

第一～三体育室

51,964
-7,110

合                  計

16,741

人  数

-2,970

90,100

513,400 190,950 -4,600

合　　計

699,750

27,578

ト レ ー ニ ン グ 室

44,854 19,360
個　人合　計個　人 グリーンパス等 特保

20,194
2,553
3,828

5,134

特　保

44
18

特保

37

64,507
合　計

10,588 249
8,168
2,420

293
-44

会議室

3,742

合計無料券

74

28,172
-594

325
210

29,629
30,984
-1,355

4/19～10/17及び2/1～3/31　新型コロナウイルスワクチン接種会場のため第一体育室閉鎖

43
-6

-9,368 -1,275 -10,643

利  用  料  収  入  額

合　　計団 体 貸 切個 　人

特　保

2,014
10,995

保育室

合　　計

単位：（団体数）団体、（人数）人

-136

19,711
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単位（人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

2021年度 4,493 0 2,816 3,026 2,721 2,903 4,277 5,984 5,192 5,415 2,831 3,350 43,008

2020年度 103 0 3,942 4,909 5,378 5,472 5,880 5,717 5,444 4,768 5,903 7,490 55,006

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

2021年度 2,545 0 3,062 5,363 4,660 3,336 2,918 3,011 2,502 2,287 2,207 2,654 34,545

2020年度 0 0 1,378 2,888 3,871 3,278 2,649 2,827 2,457 1,657 1,986 2,678 25,669

単位（人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

2021年度 2,716 0 2,413 2,965 3,009 2,997 3,060 3,003 2,825 2,949 2,824 3,058 31,819

2020年度 0 0 2,277 3,234 3,408 3,450 3,472 3,279 3,047 2,884 3,216 3,450 31,717

　カ　第一、二、三体育室月別利用状況

　キ　室内プール月別利用状況

　ク　トレーニング室月別利用状況（くにたち南市民プラザを含む）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2021年度

2020年度

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2021年度

2020年度

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2021年度

2020年度
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（４）　有料公園施設等の利用状況

　ア　利用料収入 単位：円

2021年度

2020年度

　　　減免利用料 単位：円

2021年度

2020年度

　イ　テニスコートの利用状況 単位：１面１時間

2021年度
2020年度

　　　テニスコートの利用率 単位：１面１時間

2021年度

2020年度

　ウ　野球・サッカーの利用状況 単位：１面１時間

2021年度

2020年度

　　　野球・サッカーの利用率 単位：１面１時間

2021年度

2020年度

利　用　料　収　入　額

テ　ニ　ス 野　　球 サッカー 合　　　計

減　免　利　用　額

テ　ニ　ス 野　　球 サッカー 合　　　計

16,007,550 930,175 312,000 17,249,725
19,118,050 1,533,025 425,750 21,076,825

481,800 2,510,950 534,950 3,527,700
91,800 2,794,175 647,400 3,533,375

7,623 7,132 10,359 25,114

テニスコート

谷　　保 矢　　川 広　　場 合　　　計

テニスコート利用率

谷　　保 矢　　川 広　　場 平　　均

8,853 8,381 12,424 29,658

75.70% 71.05% 66.61% 71.12%
81.16% 76.50% 72.10% 76.59%

野球場
サッカー 合　　　計

谷保第三 河川敷AB

1,821 8,858
2,100 2,978 1,209 6,287 1,504 7,791

少年野球場 小　　計

2,307 3,357 1,373 7,037

63.08% 47.07% 47.17% 51.36% 50.04% 51.09%

野球場利用率 サッカー場
利用率

平　　均
谷保第三 河川敷AB 少年野球場 平　均

64.77% 46.41% 47.21% 52.80% 46.59% 51.25%
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単位：１面１時間

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

2021年度 2,618 2,719 2,499 2,357 2,383 2,477 2,477 2,559 2,272 2,303 2,390 2,604 29,658

2020年度 521 1,240 2,091 1,910 2,690 2,065 2,134 2,568 2,281 2,243 2,692 2,679 25,114

単位：１面１時間

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

2021年度 857 954 723 902 893 717 740 555 483 486 695 853 8,858

2020年度 150 758 741 745 1,127 750 652 653 467 449 577 722 7,791

　エ　谷保・矢川・広場テニスコート月別利用状況

　オ　野球・サッカー月別利用状況

0
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600

800

1,000

1,200

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2021年度

2020年度

0
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1,000
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2,000

2,500

3,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2021年度

2020年度
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３．管  理 

 

（1）役員及び役員会等に関する事業 

 ア．理事、監事及び評議員等の名簿 

 

（ア）理事 

(2022 年 3 月 31 日現在) 

役 職 名 氏  名 任   期 
常勤・ 

非常勤 
当法人以外の役職 

理 事 長 竹 内 光 博 

2021年5月31日から2年以内に
終了する事業年度のうち最終
のものに関する定時評議員会
の終結の日まで 

非常勤 国立市副市長 

常務理事 髙 橋 一 成 
 

〃 常 勤 
公益財団法人くにたち文化・ス
ポーツ振興財団事務局長 

理 事 池 田 良 二 
 

〃 非常勤 武蔵野美術大学名誉教授 

〃 金 子 一 秀 〃 〃 
東京女子体育大学・東京女子
体育短期大学学長 

〃 近 藤 佳 子 〃 〃 
国立の自然と文化を守る会 
副会長 

〃 武 田 忠 善 〃 〃 国立音楽大学学長 

〃 本 祐 幸 〃 〃 国立市教育委員会次長 

〃 峰 岸 秀 征 〃 〃 国立市体育協会会長 

 

（イ）監事 

 (2022 年 3 月 31 日現在) 

役 職 名 氏  名 任   期 
常勤・ 

非常勤 
当法人以外の役職 

監 事 木 村 淳 二 

2019年5月30日から4年以内に
終了する事業年度のうち最終
のものに関する定時評議員会
の終結の日まで 

非常勤 税理士 

〃 佐 藤 収 一 〃 〃 会社会長 
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（ウ）評議員 

(2022 年 3 月 31 日現在) 

役 職 名 氏  名 任   期 
常勤・ 

非常勤 
当法人以外の役職 

評 議 員 宇 治 康 

2021年5月31日から2年以内に
終了する事業年度のうち最終
のものに関する定時評議員会
の終結の日まで 

非常勤 
たましん地域文化財団常務 
理事 

〃 尾 崎 良 一 

2019年5月30日から4年以内に
終了する事業年度のうち最終
のものに関する定時評議員会
の終結の日まで 

〃 国立市体育協会理事長 

〃 笠 間 信 也 〃 〃 NPO国立市動物調査会理事 

〃 佐 伯 安 子 〃 〃 
くにたちの暮らしを記録する会
会長 

〃 坂 な つ こ 〃 〃 
国立大学法人一橋大学大学院
社会学研究科教授 

〃 塩 野 啓 子 〃 〃 塩野啓子バレエスタジオ代表 

〃 宍 戸  彰 〃 〃 くにたち市民オーケストラ団員 

〃 山井佳代子 〃 〃 会社会長 

〃 和 田  哲 〃 〃 国立市文化財保護審議会委員 

 

 イ．理事会等の開催 

(ア)理事会 

a 議事事項 

開 催 年 月 日 件    名 会議結果 

2021 年 5 月 14 日 第 1 号議案 定時評議員会の招集（案） 

第 2 号議案 2020 年度事業報告（案） 

第 3 号議案 2020 年度決算（案） 

第 4 号議案 理事候補者（案） 

第 5 号議案 評議員候補者（案） 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

2021 年 5 月 19 日 第 6 号議案 理事候補者（案） 可 決 

2021 年 5 月 31 日 第 7 号議案 理事長及び常務理事の選定（案） 可 決 

2021 年 10 月 13 日 第 8 号議案 臨時評議員会の招集(案) 可 決 

2022 年 2 月 17 日 第 9 号議案 臨時評議員会の招集(案) 
第 10 号議案 2022 年度事業計画書(案) 

第 11 号議案 2022 年度収支予算書(案)と資金調達及び 

          設備投資の見込みを記載した書類（案） 

可 決 
可 決 

可 決 

 

 



( 34 ) 

 

b 協議事項 

 開 催 年 月 日 件   名 備 考 

2021 年 10 月 13 日 協議事項① 2022 年度事業計画作成に伴う協議  

 

c 報告事項 

  開 催 年 月 日 件   名 備 考 

2021 年 5 月 14 日 報告事項① 運営組織及び事業活動の状況の概要等について 

報告事項② 寄附金等特定資産の運用の状況について  

2021 年 10 月 13 日 報告事項① 臨時職員取扱要綱の一部改正について 

報告事項② 理事長・常務理事の職務の執行状況  

2022 年 2 月 17 日 報告事項① 理事長・常務理事の職務の執行状況 

報告事項② 就業規程の一部改正について 

報告事項③ 嘱託員の設置に関する要綱の一部改正について 

 

 

(イ)評議員会 

a 議事事項 

開 催 年 月 日 件    名 会議結果 

2021 年 5 月 31 日 

 

第 1 号議案 2020 年度決算案 

第 2 号議案 理事の選任  

第 3 号議案 評議員の選任 

可 決 

可 決 

可 決 

2022 年 2 月 25 日 

第 4 号議案 2022 年度事業計画案 

第 5 号議案 2022 年度収支予算案と資金調達及び設備投

資の見込みを記載した書類案 

可 決 

可 決 

 

 

b 協議事項 

開 催 年 月 日 件   名 備 考 

2021 年 10 月 29 日 協議事項① 2022 年度事業計画作成に伴う協議  

 

c 報告事項 

開 催 年 月 日 件    名 備 考 

2021 年 5 月 31 日 

 

報告事項① 2020 年度事業報告 

報告事項② 運営組織及び事業活動の状況について 

報告事項③ 寄附金等特定資産の運用状況について 

 

2021 年 10 月 29 日 報告事項① 臨時職員取扱要綱の一部改正について  

2022 年 2 月 25 日 報告事項① 理事長・常務理事の職務の執行状況 

報告事項② 就業規程の一部改正について 

報告事項③ 嘱託員の設置に関する要綱の一部改正について 

 

※その他の報告事項は含みません。 
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(ウ)監査 

 

 

 

開 催 年 月 日 監 査 事 項 

2021 年 5 月 7 日 

         決算監査 

2020 年度決算書 

2020 年度事業報告書 

2021 年 11 月 8 日 

         中間監査 

2021 年度収支決算書（上半期分） 

2021 年度事業報告書（上半期分） 


